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桂
陵
・
馬
陵
の
役
故
事
考

須
山

哲
治

桂
陵
・
馬
陵
の
役
は
、
中
国
戦
国
時
代
の
中
期
に
、
斉
固
と
貌
固
と
の
問
で
お
き
た
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
二
回
の
戦
い
の
詳
細
は
『
史

記
」
や
『
戦
国
策
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
て
、
特
に
『
史
記
』
孫
子
呉
起
列
伝
に
見
え
る
馬
陵
の
役
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
斉
の
軍
師
孫
臆
と

貌
の
将
軍
鹿
渦
と
の
因
縁
や
、
結
末
の
劇
的
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
な
ど
、
話
と
し
て
も
よ
く
で
き
て
い
て
か
つ
面
白
く
、
我
が
国
に
お
い
て

も
歴
史
小
説
の
題
材
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
様
に
一
見
親
し
ま
れ
て
い
る

両
戦
役
の
故
事
で
は
あ
る
が
、
「
史
記
』
「
戦
国
策
』
の
記
載
を
比
較
し
て
み
る
と
、
実
は
様
々
な
矛
盾
や
疑
問
点
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
く
。

一
口
う
ま
で
も
な
く

こ
う
し
た
矛
盾
は
筆
者
が
初
め
て
指
摘
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
史
記
』
や
『
戦
国
策
』
に
は
、
三
家
注
を
筆
頭
に

膨
大
な
注
釈
や
校
訂
が
諸
先
賢
の
成
果
と
し
て
残
き
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
記
載
の
矛
盾
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
、
考
察
さ

(141) 



れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
研
究
は
お
お
む
ね
、
あ
く
ま
で
記
載
の
是
非
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
に
お
い
た
、

い
わ
ば
歴
史
的

真
実
の
究
明
を
中
心
に
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
く
、
矛
盾
が
起
こ
っ
た
理
由
や
背
景
に
つ
い
て
論
究
す
る
と
い
う
視
点
に
は
乏
し
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
に
入
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
の
研
究
が
進
ん
だ
結
果
、
『
史
記
』
の
記
載
の
中
に
説
話
資
料
の
類
に
基
づ
く
と
み
ら
れ

(I
) 

る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
さ
ら
に
、
出
土
文
献
と
「
史
記
』
や
「
戦
国
策
』
と
の
比
較
研
究
か
ら
、

い
わ
ゆ
る

戦
国
故
事
に
つ
い
て
記
し
た
故
事
資
料
の
実
体
の
一
部
が
解
明
さ
れ
、

も
わ
か
っ
て
き
た
。
同
時
に
、
『
史
記
』
や
『
戦
国
策
』

の
原
材
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と

」
れ
ら
が
『
史
記
』
や
『
戦
国
策
』

が
、
当
時
残
っ
て
い
た
文
献
や
資
料
に
取
材
し
て
出
来
て
い
る
と
い
う
性
格
を
持

つ
こ
と
が
、
改
め
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
桂
陵
・
馬
陵
の
故
事
に
見
え
る
矛
盾
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
観
点
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、こ
う
し
た

矛
盾
が
司
馬
遷
や
劉
向
が
過
ち
を
犯
し
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
一
方
で
、
単
に
『
史
記
』
や
『
戦
国
策
』
を
編
集
す
る
際

に
取
材
し
た
資
料
の
中
に
、
互
い
に
矛
盾
す
る
い
わ
ば
異
説
が
記
き
れ
て
い
た
た
め
に
、

こ
う
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も

想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は

こ
の
観
点
を
ふ
ま
え
て
『
史
記
』
や
『
戦
国
策
』
を
中
心
と
し
た
諸
文
献
に
見
え
る
桂
陵
・
馬
陵
の
二
つ
の
戦
い
の
故
事
の

矛
盾
点
の
内
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
、
そ
の
矛
盾
が
、
桂
陵
・
馬
陵
の
役
に
関
し
て
、
漢
代
当
時
異
説
資
料
が
複
数
存
在
し
た
可
能
性
を

(3
) 

示
す
こ
と
を
説
明
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
並
び
に
、
そ
れ
ら
の
矛
盾
が
ど
う
い
っ
た
理
由
や
背
景
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
考

え
て
み
た
い
。
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ま
ず
桂
陵
の
役
に
関
す
る
故
事
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。
田
敬
仲
完
世
家
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

二
十
六
年
、
貌
恵
王
国
郎
都
、
越
求
救
於
菰
円
。
膏
威
王
百
大
臣
而
謀
日
、
救
越
執
血
ハ
勿
救
。
賜
忌
子
日
、
不
如
勿
救
。
段
干
朋
日
、
不
救

則
不
義
、
且
不
利
。
威
王
日
、
何
也
。
封
日
、
夫
貌
氏
井
郎
都
、
其
於
膏
何
利
哉
。
且
夫
救
超
而
軍
其
郊
、
是
越
不
伐
而
貌
全
也
。
故
不

如
南
攻
一
蓑
陵
以
喫
貌
、
部
部
抜
而
乗
貌
之
喫
。
威
王
従
其
計
。
（
引
用
S
1

）

（
斉
威
王
）
二
十
六
年
、
貌
の
恵
王
が
郎
郭
を
包
囲
し
た
。
越
は
斉
に
救
い
を
求
め
た
。
斉
の
威
王
は
大
臣
を
招
集
し
、
「
越
を
救
う
べ
き

か
、
救
わ
ざ
る
べ
き
か
」
と
相
談
し
た
。
賜
忌
が
言
っ
た
。
「
救
わ
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
」
段
干
朋
が
「
救
わ
な
け
れ
ば
不
義

で
あ
り
、

ま
た
不
利
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
威
王
は
、
「
何
故
か
」
と
言
っ
た
。
段
干
朋
は
、
「
そ
も
そ
も
貌
が
郎
部
を
併
合
し
た

ら
、
斉
に
と
っ
て
何
の
利
益
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

越
を
救
援
に
行
き
、
越
国
の
郊
外
に
軍
を
し
き
ま
し
で
も
、

越
は
伐
た
れ

ず
、
貌
も
ま
た
無
傷
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
南
の
か
た
裏
陵
を
攻
め
て
貌
を
疲
弊
き
せ
、
郎
郭
が
抜
か
れ
た
ら
魂
の

疲
弊
に
乗
ず
る
、
と
い
う
の
が
最
上
の
策
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
。
威
王
は
そ
の
策
に
従
っ
た
。

こ
の
記
載
に
続
い
て

其
後
成
侯
賜
忌
輿
回
忌
不
善
、

回
忌
必
将
。
戦
勝
有
功
、
則
公
之
謀
中
也
。
戦
不
勝
、
非
前
死

公
孫
閲
謂
成
侯
忌
日
、
公
何
不
謀
伐
貌
、

(139) -64-



H
J

官
民
レ
し
、

日
目
ハ
今
中
k
J
I

寸

而
命
在
公
失
。
於
是
成
侯
言
威
王
、
使
田
忌
南
攻
裏
陵
。
十
月
、
郎
都
抜
、
膏
因
起
兵
撃
説
、
大
敗
之
桂
陵
。
引
用
S
2

そ
の
後
成
侯
賜
忌
は
、
回
忌
と
不
仲
に
な
っ
た
。
公
孫
聞
が
賜
忌
に
言
っ
た
。
「
あ
な
た
は
何
故
魂
を
撃
と
う
謀
ら
な
い
の
で
す
か
。

う
な
れ
ば
、

そ
れ
は
あ
な
た
の
計
謀
が
適
中
し
た
と
い
う
事
に

回
忌
が
必
ず
将
軍
と
な
る
で
し
ょ
う
。
戦
い
に
勝
っ
て
功
績
が
あ
れ
ば
、

な
り
ま
す
。
負
け
戦
と
な
っ
て
も
、

田
忌
は
進
ん
で
戦
死
す
る
か
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
退
き
逃
げ
る
で
し
ょ
う
。

回
忌
の

そ
う
な
れ
ば
、

死
命
は
あ
な
た
の
手
中
に
あ
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
」
そ
こ
で
賜
忌
は
威
王
に
進
言
し
て
、

回
忌
に
南
の
か
た
一
義
陵
を
攻
め
き
せ
た
。

十
月
に
な
っ
て
、
郎
郭
が
抜
か
れ
、
斉
は
そ
こ
で
軍
を
起
こ
し
て
貌
軍
を
攻
撃
し
、
桂
陵
で
こ
れ
を
大
敗
さ
せ
た
。

と
あ
る
。
ま
た
田
敬
仲
完
世
家
で
は
こ
れ
に
続
い
て
、

回
忌
が
桂
陵
の
役
の
後
、
都
己
仙
の
策
に
よ
っ
て
出
奔
す
る
羽
目
に
な
る
話
が
載
っ
て

い
ヲh
v。

三
十
五
年
、
公
孫
閲
又
謂
成
侯
忌
日
、

目
、
我
回
忌
之
人
也
。
五
口
三
戦
而
三
勝
、
聾
威
天
下
。
欲
潟
大

公
何
不
令
人
操
十
金
卜
於
市
、

事
、
亦
吉
子
不
吉
子
。
卜
者
出
、
因
令
人
捕
局
之
卜
者
、
験
其
僻
於
王
之
所
。

回
忌
開
之
、
因
率
其
徒
襲
攻
臨
泊
、
求
成
侯
、
不
勝
而

牛
件
。
引
用
S
3

（
斉
威
王
）
三
十
五
年
、
公
孫
聞
が
ま
た
賜
忌
に
、
「
公
は
ど
う
し
て
、
誰
か
に
十
金
を
持
た
せ
て
市
で
占
い
を
さ
せ
、
『
私
は
回
忌
の
臣

下
だ

回
忌
は
、
三
度
戦
っ
て
三
度
勝
ち
、
名
声
を
天
下
に
と
ど
ろ
か
せ
た
。
謀
反
の
大
事
を
な
そ
う
と
思
う
が
、
吉
だ
ろ
う
か
、

ろ
う
か
』
と
言
わ
せ
な
い
の
で
す
か
」
と
言
っ
た
。
占
い
を
依
頼
し
た
者
が
去
っ
た
の
で
、
別
の
者
に
命
じ
て
占
い
を
し
た
者
を
捕
ら
え

さ
せ
、
王
の
前
で
取
り
調
べ
さ
せ
た
。
回
忌
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
徒
党
を
率
い
て
臨
池
を
攻
め
、
成
侯
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
た
が
、
敗
北

そ

65 

凶
fご
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し
出
奔
し
た
。

こ
れ
も
い
わ
ば
桂
陵
の
役
の
後
日
語
で
あ
る
。
以
上
が
、
桂
陵
の
役
に
関
す
る
田
敬
仲
完
世
家
の
記
載
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
史
記
』
の
こ
れ
ら
の
部
分
と
類
似
し
た
記
載
が
、
『
戦
国
策
』
斉
策
一
に
も
見
え
る
。
比
較
の
た
め
こ
こ
に
引
用
す
る
。
な

お
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り

日
本
語
訳
は
省
略
す
る
。

郎
郭
之
難
、
越
求
救
於
膏
。

田
侯
百
大
臣
而
謀
日
、
救
越
執
輿
勿
救
。
都
子
日
、
不
如
勿
救
。
段
干
倫
日
、
弗
救
、
則
我
不
利
。

日
、
何
哉
。
夫
貌
氏
策
郎
都
、
其
於
膏
何
利
哉
。
田
侯
日
、
善
。

日
、
軍
於
郎
郡
之
郊
。
段
干
倫
日
、

乃
起
兵
、

臣
之
求
利
且
不
利
者
、

非
此
也
。
夫
救
郎
都
、

侯
日
、
善
。

軍
於
其
郊
、
是
越
不
抜
市
貌
全
也
、
故
不
如
南
攻
裏
陵
以
弊
貌
、
郎
郭
抜
市
承
貌
之
弊
、
是
越
破
而
貌
弱
也
。

乃
起
兵
南
攻
一
蓑
陵
。
七
月
、
郎
都
抜
。
膏
因
承
貌
之
弊
、
大
破
之
桂
陵
。
（
引
用
Z
1

）

成
侯
都
忌
局
替
相
、
回
忌
借
用
将
、
不
相
説
。
公
孫
問
謂
都
忌
日
、
公
何
不
局
王
謀
伐
貌
。
勝
、
則
是
君
之
謀
也
。
君
可
以
有
功
。
戦
不

勝
、
回
忌
不
進
、
戦
市
不
死
、
曲
携
而
諒
。
都
忌
以
矯
然
、

乃
説
王
而
使
回
忌
伐
貌
。
回
忌
三
戦
三
勝
、
都
忌
以
告
公
孫
問
、
公
孫
問
乃

使
人
操
十
金
而
往
ト
於
市
、
日
、
我
回
忌
之
人
也
、
吾
三
戦
而
三
勝
、
聾
威
天
下
、
欲
潟
大
事
、
亦
吉
否
。
卜
者
出
、
因
令
人
捕
篤
人
卜

者
、
亦
験
其
僻
於
王
前
。
回
忌
途
走
。
（
引
用
Z
2

今
、
「
史
記
』
『
戦
国
策
』
の
両
文
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
非
常
に
良
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
例
え
ば
S
1

と

Z
1

を
比
較
す
る

(137) 
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と
、
『
戦
国
策
』
の
方
は
、
「
其
於
膏
何
利
哉
」
と
「
夫
救
郁
郁
」
と
の
間
に
「
田
侯
日
、
善
。
乃
起
兵
、日
、
軍
於
郎
郡
之
郊
。
段
干
論

日
、
臣
之
求
利
且
不
利
者
、
非
此
也
。
」
と
い
う
『
史
記
』
に
は
な
い
記
載
が
あ
り
、
前
後
の
話
が
通
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

名
な
ど
の
字
句
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、

ほ
ぼ
同
一
の
文
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
」
の
事
は
、
「
史

記
』
と
「
戦
国
策
』
の
こ
の
部
分
の
記
載
に
、
少
な
く
と
も
類
似
し
た
資
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

き
て
、
今
『
戦
国
策
』
の
記
載
だ
け
を
取
り
出
し
、
そ
の
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
Z
1

は
、
「
郎
郭
之
難
」
、
す
な
わ
ち
桂
陵
の
役
の

発
端
と
な
っ
た
、
貌
が
越
の
郎
郡
を
囲
っ
た
時
の
話
で
あ
る
。
超
に
救
援
を
頼
ま
れ
た
斉
の
田
侯
は
、
大
臣
達
と
出
兵
す
べ
き
か
否
か
相
談

し
た
。
そ
の
際
、

助
け
な
い
方
が
よ
い
と
主
張
し
た
の
が
郷
忌
で
あ
り
、
助
け
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
が
段
干
倫
（
『
史
記
』
は
「
段
干

朋
」
に
作
る

で
あ
っ
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

Z
2

の
方
は
、
『
史
記
」
の
S
2

と

S
3

を
足
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
大
臣
と
な
っ
た
郷
忌
と
、
将
軍
と
な
っ
た

回
忌
と
は
仲
が
悪
か
っ
た
の
で
、

公
孫
問
（
『
史
記
』
で
は
「
公
孫
閲
」
に
作
る
）
が
鄭
忌
に
、
貌
を
攻
め
る
よ
う
王
に
献
策
す
る
よ
う
に
説

い
た
。
勝
て
ば
郷
忌
の
功
績
に
な
る
し
、
負
け
て
ば
将
軍
で
あ
る
回
忌
は
殺
き
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、

や
は
り
鄭
忌
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い

結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
都
忌
が
そ
の
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

回
忌
は
三
戦
三
勝
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
公
孫
問
は
人
に
回
忌
の
家
臣

を
編
っ
て
謀
反
の
占
い
を
さ
せ
、

そ
の
現
場
を
別
の
人
に
捕
ま
え
さ
せ
て
、
王
の
前
で
調
べ
さ
せ
た
。
そ
こ
で
回
忌
は
出
奔
し
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
Z
1

も

Z
2

も
共
に

い
わ
ゆ
る
戦
国
故
事
を
基
に
し
た
故
事
資
料
と
呼
ば
れ
る
類
の
資
料
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

「
戦
国
策
』
の
両
者
の
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
二
つ
の
話
に
は
、
本
来
共
通
点
と
い
え
る
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。

Z
1

は
桂
陵
の
役
の
時
の
話
で
あ
り
、
一
蓑
陵
を
攻
め
る
こ
と
に
は
決
定
し
た
も
の
の
、
回
忌
を
一
義
陵
に
派
兵
す
る
と
は
書
い
て

E

P

l

h

E

O

 

L

式
d
i
v

Z
2

は
、
都
忌
が
回
忌
に
貌
を
攻
め
さ
せ
た
、
と
あ
る
も
の
の
、

そ
こ
に
は
コ
蓑
陵
」
と
い
う
文
字
は
見
え
な
い
し
、
桂
陵
の
役 人
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の
時
の
話
と
は
書
い
て
い
な
い
。

こ
の
二
つ
は
本
来
、
ま
っ
た
く
別
の
独
立
し
た
資
料
だ
っ
た
に
基
づ
い
た
、
別
の
話
で
あ
ろ
う

つ
ま
り

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

『
史
記
』
の
方
を
見
て
み
る
と
、
引
用
S
1

、

S
3

の
三
つ
が
、
す
べ
て
桂
陵
の
役
に
関
係
し
た
、

一
連
の
話
と
し

S
2

、

て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
『
史
記
』
の
桂
陵
の
役
に
関
す
る
記
載
に
は
、
様
々
な
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

で
は
斉
威
王
が
段
干
朋
の
計
に
従
っ
て
、
一
義
陵
へ
派
兵
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
賜
忌
は
「
不
如
勿
救
」
と
救
援
を
出

す
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

S
2

で
は
、
同
じ
桂
陵
の
役
に
際
し
て
、
s

ー
で
は
出
兵
に
反
対
で
あ
っ
た
は
ず

の
賜
忌
が
、
回
忌
に
一
襲
陵
を
攻
撃
さ
せ
る
よ
う
威
王
に
進
言
し
た
こ
と
を
、
派
兵
の
契
機
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
を
共
に
斉
が
裏
陵
へ
の

派
兵
を
決
定
す
る
際
に
起
こ
っ
た
話
と
考
え
る
と
、
辻
棲
が
合
わ
な
い
。
こ
の
事
は
逆
に
言
え
ば
、
本
来
、
Q
U
1
i〉
x
b
つ
ム
、
S
3

と
は
、
ま

っ
た
く
関
係
の
な
い
話
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

司
馬
遷
が
何
ら
か
の
理
由
で
こ
の
三
つ
を
す
べ
て
桂
陵
の
役
に
結
び
つ
け
た
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
関
係
の
な
い
話
を
一
連
の
も
の
と
と
ら
え
た
が
故
に
、

矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
口
い
換
え
れ
ば
こ
の
矛
盾
は
田
敬
仲
完
世
家
の
桂
陵
の
役
の
記
載
が
、
二
つ
の
相
異
な
る
資
料
を
基
に
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
矛
盾
が
見
え
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
S
1

の
末
尾
に
、
「
威
王
従
其
計
」
と
あ
る
。
「
其
の
計
に
従
っ
た
」
と
は
、
z
l

の

「
乃
起
兵
南
攻
裏
陵
」
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
威
王
が
裏
陵
に
派
兵
し
た
と
い
う
こ
と
示
し
て
お
り
、
従
っ
て
、」
の
文
を
読
む
限
り
で
は

引
用
S
1

で
す
で
に
斉
は
裏
陵
へ
派
兵
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
S
2

に
も
「
使
回
忌
南
攻
裏
陵
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
ま
た
裏

陵
に
派
兵
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
も

S
2

の
冒
頭
に
は
「
其
後
」
と
あ
っ
て
、
S
1

と

S
2

と
の
問
に
時
間
的
隔
た
り
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
を
読
む
限
り
で
は
、
斉
は
こ
の
時
一
襲
陵
に
二
度
派
兵
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
少
々

つ
ま
り

(135) 
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奇
異
な
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
『
水
経
注
』
准
水
に
引
く
『
竹
書
紀
年
」
に
は
、

梁
悪
成
王
十
七
年
、
宋
景
整
、
衛
公
孫
倉
舎
膏
師
、
園
我
一
蓑
陵
。

十
八
年
、
悪
成
王
以
韓
師
敗
諸
侯
師
子
裏
陵
、
膏
侯
使
楚
景
合
来
求
成
、
公
舎
膏
宋
之
園
。

『
戦
国
策
」
楚
策
一
郎
郡
之
難
章
に
「
斉

(6
) 

秦
両
国
が
楚
と
呼
応
す
れ
ば
、
貌
を
破
る
こ
と
が
出
来
る
」
、
「
楚
は
そ
こ
で
景
舎
に
軍
を
起
こ
さ
せ
、
越
を
救
わ
せ
た
」
な
ど
と
あ
り
、

と
あ
る
の
で
、
斉
が
二
度
に
渡
っ
て
裏
陵
を
攻
め
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

れ
と
『
竹
書
紀
年
』
と
を
付
き
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
『
竹
書
紀
年
』
の
こ
の
部
分
の
記
載
は
、
斉
、
宋
、
衛
の
三
国
が
は
じ
め
に
裏
陵
を

そ
の
後
に
楚
軍
が
進
攻
し
て
き
た
事
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
一
年
間
に
わ
た
っ
て
斉
貌
両
軍
の
対
陣
が
継
続
し
て
い

(7
) 

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
斉
が
裏
陵
に
二
度
派
兵
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

包
囲
し
、

担
小
科
目
棚
、

S
2

の
「
其
後
」
を
、
単
に
前
後
関
係
を
表
す
だ
け
で
、
時
間
的
隔
た
り
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
S
1

と

S
2

の
二
つ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
前
後
し
て
は
ぽ
同
時
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

」
の
矛
盾
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
こ

の
ほ
か
に
も
辻
棲
の
合
わ
な
い
部
分
が
あ
る
。
S
3

に
「
五
口
三
戦
而
三
勝
」
と
い
う
語
句
が
見
え
る
。
こ
こ
で
の
「
吾
」
は
、
話
の
内
容
か

ら
見
て
も
、

お
そ
ら
く
回
忌
の
家
臣
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、

回
忌
そ
の
人
か
、
あ
る
い
は
「
我
々
、
僕
ら
」
と
い
う
一
人
称
複
数
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
三
戦
而
三
勝
」
に
つ
い
て
は
、
何
を
相
手
に
三
戦
し
て
三
勝
し
た
の
か

『
史
記
』
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
後
関
係
か
ら
貌
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
事
は
、Z2

に
「
乃
設
王
而
使
回
忌
伐
貌
。

回
忌
三
戦
三
勝
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
『
史
記
』

の
前
の
部
分
に
回
忌
が
一
畏
陵
を
攻
め
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

69 
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の
部
分
と
の
つ
な
が
り
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
S
3

で
言
う
「
三
戦
而
三
勝
」
は
、
回
忌
が
一
義
陵
を
攻
め
て
貌
を
相
手
に
三
戦
三
勝
し
た
と

い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
と
読
み
取
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
前
掲
『
水
経
注
』
引
用
に
は
、
「
悪
成
王
以
韓
師
敗
諸
侯
師
、
膏
侯
使
楚

景
合
来
求
成
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
裏
陵
に
お
い
て
勝
利
を
収
め
た
の
は
貌
の
恵
成
王
の
方
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
S
2

や
S

3

の
記
載
と
は
ま
っ
た
く
相
反
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
矛
盾
は
、

田
敬
仲
完
世
家
の
桂
陵
の
役
に
関
す
る
話
が
一
つ
の
資
料
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
生
じ
る
は
ず
の
な
い

も
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
上
述
の
よ
う
に
、

司
馬
選
が
桂
陵
の
役
に
つ
い
て
書
く
際
に
、
『
戦
国
策
』
と
類
似
し
た
資
料
に
取
材
は
し
た
も
の

の
、
そ
の
際
本
来
は
桂
陵
の
役
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
資
料
ま
で
も
取
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
に
こ
う
し
た
矛
盾
が
生
じ
た
と
し
か

考
え
よ
う
が
な
い
。
そ
し
て
こ
の
事
は
、
桂
陵
の
役
に
つ
い
て
の
田
敬
仲
完
世
家
の
記
載
が
、
異
説
を
含
む
複
数
の
資
料
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

で
は
何
故
、
司
馬
遷
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
一
連
の
も
の
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

む
ろ
ん
、
司
馬
遷
が
田
敬
仲
完
世
家
を
編
集
す
る
際
、

こ
の
二
つ
の
資
料
を
誤
っ
て
扱
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
う
る
。
例
え
ば
、
貌
世
家
に
「
十
八
年
、
抜
郎
郭
。
超
請
救
子
旗
門
、

書
使
回
忌
、
孫
蹟
救
越
、
敗
貌
桂
陵
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

こ
の
記
載
は
文
体
か
ら
判
断
し
て
、
お
そ
ら
く
紀
年
資
料
に
基
づ
く
も
の
と

思
わ
れ
る
が

こ
こ
に
は
裏
陵
と
い
う
文
字
は
見
え
な
い
も
の
の
、
斉
が
越
の
救
援
に
応
え
て
回
忌
、
孫
臆
ら
を
向
か
わ
せ
た
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
S
1

に
見
え
る
「
南
攻
裏
陵
」
に
つ
い
て
も
、
一
蓑
陵
を
攻
め
た
の
は
当
然
回
忌
と
孫
蹟
で
あ
ろ
う
、
と
司
馬
遷
は
考
え
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、

z
l

の
末
尾
に
、
「
南
攻
裏
陵
。
七
月
、
郎
郡
抜
。
杏
因
承
貌
之
弊
、
大
破
之
桂
陵
」
と
あ
り
、司
馬
遷
が
こ
の
一
節
を

「
斉
軍
が
一
蓑
陵
を
攻
め
、
引
き
続
い
て
貌
を
桂
陵
で
破
っ
た
」
と
、
連
続
し
た
出
来
事
と
し
て
読
み
と
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
桂
陵
で
戦

っ
た
の
が
回
忌
で
あ
る
の
は
明
ら
か
な
こ
と
か
ら
、
一
義
陵
を
攻
め
た
の
も
回
忌
に
違
い
な
い
と
思
い
、

s

ー
と

S
2

の
話
を
一
連
の
も
の
と

(133) -70-



誤
解
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
一
方
で
、
司
馬
遷
が
別
の
有
力
な
根
拠
を
持
っ
て
S
1

と

S
2

の
話
を
一
連
の
も
の
と
考
え
た
可
能
性
を
示
唆
し
う
る
文
献
も
存

在
す
る
。
山
東
省
銀
雀
山
漢
墓
出
土
の

『
孫
脂
兵
法
』
檎
廉
滑
に
桂
陵
の
役
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
「
昔
者
、
梁
軍
特
攻
郎

都
、
使
将
軍
忌
渦
帯
甲
八
寓
至
於
在
丘
。
膏
君
聞
之
、
使
将
軍
忌
子
帯
甲
八
高
至
：
：
：
（
以
下
欠
）
」

(8
) 

日
、
請
南
攻
平
陵
」
「
将
軍
忌
子
召
孫
子
問
日
、
五
口
攻
平
陵
不
得
」
な
ど
、
貌
が
郎
都
を
攻
め
た
の
に
対
し
て
斉
も
派
兵
し
、
将
と
な
っ
た

「
日
、
若
不
救
衛
、
特
何
属
。
孫
子

回
忌
が
孫
蹟
の
言
を
容
れ
て
平
陵
を
攻
撃
し
た
事
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

(9
) 

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
も
し
平
陵
を
一
蓑
陵
と
す
る
説
が
正
し
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
見
え
る
平
陵
と
は
、
す
な
わ
ち
裏
陵
の
こ
と
で
あ
る

こ
の
事
は
回
忌
と
裏
陵
を
結
び
つ
け
る
文
献
が
漢
代
に

は
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
と
な
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
司
馬
選
が
S
1

と

S
2

の
二
つ
の
資
料
を
一
連
の
も
の
と
考
え
た
の
も
、

（
叩
）

こ
う
し
た
資
料
を
参
考
に
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
類
推
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
様
に
考
え
る
と
、

S
3

の
三
つ
の
故
事
は
、
本
来
一
連
の
も
の
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

s
l

、

Q
U
っ
“
、

ま
り
『
史
記
』

の
そ
れ
よ
り
も
当
時
の
桂
陵
の
役
に
関
す
る
資
料
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

の
記
載
の
方
が
、
『
戦
国
策
』

と
推
測
す
る
事
も
可
能
に
な
る
。
確
か
に
、
『
戦
国
策
』
の
Z
1

と

Z
2

と
は
、

一
見
ま
っ
た
く
関
係
し
な
い
独
立
し
た
資
料
に
基
づ
い
た

も
の
と
思
え
る
も
の
の
、

こ
れ
を
二
っ
と
も
裏
陵
へ
の
出
兵
の
際
の
故
事
と
考
え
る
こ
と
が
不
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
漢
代
に

お
い
て
桂
陵
の
役
に
関
す
る
資
料
は

田
敬
仲
完
世
家
も
「
戦
国
策
』
斉
策
一
も
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と

一
つ
し
か
存
在
せ
ず
、

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
で
は
、
桂
陵
の
役
に
関
し
て
、
漢
代
に
は
異
説
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
戦
国
策
」

の
二
つ

の
記
載
が
一
見
異
説
に
見
え
る
の
は
、
修
辞
に
よ
っ
て
そ
う
見
え
る
だ
け
で
、
本
当
は
こ
の
二
つ
は
共
に
桂
陵
の
役
に
関
す
る
資
料
に
基
づ

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
戦
国
策
』
の
記
載
を
読
む
限
り
、
筆
者
に
は
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
が
、
仮
に
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
『
孫
臆
兵 イ〉
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法
』
に
「
日
、
若
不
救
衛
、
将
何
為
。
孫
子
日
、
請
南
攻
平
陵
」
と
あ
り
、

こ
の
部
分
が
何
処
を
攻
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
回
忌
と
孫
子

の
問
答
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
と
か
ら
、

『
孫
臆
兵
法
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
回
忌
は
は
じ
め
裏
陵
（
平
陵
が
裏
陵
で
あ
る
と
仮
定
し
て
）

を
攻
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
孫
臆
の
進
ユ
一
一
口
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
し
た
と
い
う
内
容
に
作
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

田
敬
仲
完
世
家

で
は
、
一
畏
陵
を
攻
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
は
、
段
干
朋
や
賜
忌
の
献
策
を
聞
き
入
れ
た
斉
威
王
で
あ
り
、

（
日
）

攻
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

回
忌
は
そ
の
命
に
従
っ
て
貌
を

つ
ま
り
、
裏
陵
を
攻
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
田
敬
仲
完
世
家
、
『
戦
国
策
』
と
、
『
孫
蹟
兵

法
』
、
孫
子
呉
起
列
伝
で
は
そ
の
聞
に
異
説
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

」
の
事
に
つ
い
て
複
数
の
内
容
の
異
な
る
資
料

が
当
時
存
在
し
、
司
馬
還
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
史
記
を
書
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

回
忌
の
出
奔
に
つ
い
て
も
、
当
時
異
説
が
存
在
し
た
証
拠
が
見
え
る
。
引
用

S
3

に
も
見
え
る
よ
う
に
、
『
史
記
』
田
敬
仲
完
世

家
で
は
回
忌
が
出
奔
し
た
き
っ
か
け
を
、
彼
が
賜
忌
と
公
孫
聞
の
好
計
に
は
め
ら
れ
て
身
が
危
う
く
な
っ
た
た
め
、
兵
を
率
い
て
臨
池
を
攻

め
る
も
、
勝
て
な
か
っ
た
こ
と
に
置
い
て
い
る
。
『
戦
国
策
』
斉
策
一

（
引
用Z
2

）
も
、
兵
を
率
い
て
臨
泌
を
攻
め
る
と
い
う
記
載
こ
そ

な
い
も
の
の
、

ほ
か
は
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
戦
国
策
』
斉
策
一
回
忌
為
斉
将
章
に
は
回
忌
出
奔
故
事
の
原
因
と
紀
年
に

関
し
て
、

ま
っ
た
く
違
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
馬
陵
の
役
後
斉
に
帰
還
す
る
途
中
で
、
孫
蹟
が
回
忌
に
斉
君
を
正
し
都

忌
を
走
ら
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
献
策
し
、
「
そ
う
し
な
け
れ
ば
将
軍
は
斉
に
入
る
事
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
忠
告
し
た

（
ロ
）

回
忌
が
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
果
た
し
て
斉
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
史
記
索
隠
お
よ

（
日
）

田
敬
仲
完
世
家
に
見
え
る
回
忌
出
奔
の
記
載
を
司
馬
選
の
誤
り
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
梁

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ぴ
梁
玉
縄
や
呉
師
道
は
こ
ち
ら
の
方
を
是
と
し
、

玉
縄
は
、
回
忌
の
出
奔
が
斉
宣
王
二
年
の
馬
陵
の
役
の
後
の
事
で
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
と
し
た
上
で
、司
馬
遷
は
戦
国
策
斉
策
一
成
侯
都
忌

為
斉
相
章
を
誤
っ
て
根
拠
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
言
う
。
本
稿
は
、

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
『
史
記
』
に
見
え
る
桂
陵
・
馬
陵
の
役
の
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記
載
の
矛
盾
と
、
そ
れ
が
発
生
し
た
理
由
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
事
実
が
奈
辺
に
あ
る
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
事
が

回
忌
出
奔
に
関
し
て
、
漢
代
当
時

複
数
の
異
説
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

続
い
て
、
馬
陵
の
役
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
『
史
記
』

馬
陵
の
役
に
お
い
て
貌
軍
を
率
い
た
の

の
記
載
を
ま
と
め
る
と
、

は
太
子
申
と
瀧
泊
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
太
子
申
に
関
し
て
は
、
貌
世
家
に
記
さ
れ
て
い
る
話
が
あ
る
。

三
十
年
、
貌
伐
越
、
越
告
急
膏
。
膏
宣
王
用
孫
子
計
、
救
越
撃
魂
。
貌
遂
大
興
師
、
使
鹿
泊
将
、
而
令
太
子
申
馬
上
将
軍
。
過
外
黄
、
外

黄
徐
子
謂
太
子
日
、

固
願
放
之
。
日
、
太
子
白
特
攻
膏
、
大
勝
井
宮
、
則
富
不
過

臣
有
百
戦
百
勝
之
術
。
太
子
日
、
可
得
開
乎
。
客
日
、

有
貌
、
貴
不
益
鳥
王
。
若
戦
不
勝
替
、
則
寓
世
無
貌
失
。
此
臣
之
百
戦
百
勝
之
術
也
。
太
子
日
、
諾
、
請
必
従
公
之
言
而
還
失
。
客
日
、

太
子
難
欲
還
、
不
得
失
。
彼
勧
太
子
戦
攻
、
欲
畷
汁
者
衆
。
太
子
雄
欲
還
、
恐
不
得
失
。
太
子
因
欲
還
、
其
御
目
、
特
出
市
還
、

同
。
太
子
果
輿
膏
人
戦
、
敗
於
馬
陵
。
膏
虜
貌
太
子
申
、
殺
将
軍
泊
、
軍
遂
大
破
。
（
引
用S
4

）

（
貌
恵
王
）
三
十
年
、
貌
が
越
を
伐
っ
た
。
越
は
急
を
斉
に
告
げ
た
。
斉
の
宣
王
は
孫
子
の
計
略
を
採
用
し
、
越
を
救
い
、
貌
を
撃
っ
た
。

貌
は
そ
こ
で
大
軍
を
お
こ
し
、
臆
泊
を
将
軍
に
し
、
太
子
申
を
上
将
軍
と
し
た
。

（
貌
軍
が
）
外
黄
の
地
を
通
り
過
ぎ
た
。
外
黄
の
徐
子

が
、
太
子
に
「
私
に
、
百
戦
百
勝
の
術
が
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
太
子
は
「
お
聞
か
せ
願
え
な
い
か
」
と
言
っ
た
。
徐
子
は
、
「
も

と
よ
り
献
策
い
た
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
言
っ
た
。
「
太
子
御
自
身
が
軍
を
率
い
て
斉
を
攻
め
、
大
勝
し
て
宮
を
併
合
し
た
と
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し
ま
し
て
も
、
富
は
貌
を
保
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
し
、
尊
貴
は
王
と
な
る
以
上
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
戦
っ
て
斉
に
勝
て
な
け
れ

ば
、
永
久
に
貌
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
臣
の
百
戦
百
勝
の
術
で
す
」
太
子
は
言
っ
た
。
「
わ
か
っ
た
。
必
ず
貴
公
の
言
葉
に

従
っ
て
、
帰
る
こ
と
に
し
よ
う
」
徐
子
は
言
っ
た
。
「
太
子
が
お
帰
り
に
な
ろ
う
と
な
さ
っ
て
も
、
出
来
ま
す
ま
い
。
太
子
に
戦
う
よ
う

勧
め
て
う
ま
い
汁
を
吸
お
う
と
し
て
い
る
も
の
は
大
勢
お
り
ま
す
。
太
子
が
お
帰
り
に
な
ろ
う
と
な
さ
っ
て
も
、
恐
ら
く
は
無
理
で
し
ょ

う
」
太
子
は
こ
れ
を
機
に
帰
ろ
う
と
し
た
。
御
者
が
言
っ
た
。
「
将
軍
と
し
て
出
陣
し
な
が
ら
戦
わ
ず
に
帰
る
の
は
、
逃
げ
る
の
と
同
じ

で
す
」
太
子
は
つ
い
に
斉
と
戦
い
、
馬
陵
で
敗
れ
た
。
斉
は
貌
の
太
子
申
を
虜
に
し
、
将
軍
鹿
渦
を
殺
し
た
。
貌
軍
は
か
く
し
て
大
敗
し

た
。

ま
た
、
『
戦
国
策
』
宋
衛
策
貌
太
子
自
将
過
宋
外
黄
章
に
も
、

貌
太
子
自
将
、
過
宋
外
黄
。
外
黄
徐
子
日
、
臣
有
百
戦
百
勝
之
術
、
太
子
能
聴
臣
乎
。
太
子
日
、
願
開
之
。
客
目
、固
願
殻
之
。
今
太
子

白
特
攻
膏
、
大
勝
井
菅
、
則
富
不
過
有
貌
、

而
貴
不
益
潟
王
。
若
戦
不
勝
、
則
寓
世
無
説
。
此
臣
之
百
戦
百
勝
之
術
也
。
太
子
日
、
諾
。

請
必
従
公
之
言
而
還
。
客
日
、
太
子
雄
欲
還
、
不
得
失
。
彼
利
太
子
之
戦
攻
、

而
欲
満
其
意
者
衆
、
太
子
難
欲
還
、
恐
不
得
失
。
太
子
上

車
請
還
、
其
御
日
、
特
出
而
還
、
輿
北
岡
、
不
如
遂
行
。
遂
行
。
輿
曹
人
戦
市
死
、
卒
不
得
貌
。
（
引
用
Z
4

）

と
あ
る
（
訳
出
は
省
略
）
。

や
は
り
字
句
や
表
現
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
除
い
て
、
内
容
は
ほ

S
4

と

Z
4

と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

ぼ
同
じ
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
S
4

の
末
尾
に
は
、
「
罫
虜
貌
太
子
申
、
殺
将
軍
泊
」
と
あ
り
、
太
子
申
が
と
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ら
え
ら
れ
、
鹿
渦
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
結
末
に
な
っ
て
い
る
が
、
『
戦
国
策
』
の
方
で
は
、
「
輿
膏
人
戦
而
死
」
と
、
太
子
申
は
馬
陵
の
戦
い

で
死
ん
だ
と
い
う
話
に
作
っ
て
い
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
矛
盾
が
あ
る
。
今
試
み
に
、

『
史
記
』
と
『
戦
国
策
」
に
見
え
る
太
子
申
と
鹿
渦

の
最
後
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

虜
貌
太
子
申
、
殺
将
軍
渦
（
貌
世
家
）

膏
虜
我
太
子
申
、
殺
将
軍
鹿
滑
（
六
国
年
表
貌
恵
王
三
十
年
条
）

殺
其
将
瀧
泊
、
虜
貌
太
子
申
（
田
敬
仲
完
世
家
）

（
鹿
泊
）
乃
自
到
、
・
：
（
中
略
）
・
：
虜
貌
太
子
申
（
孫
子
呉
起
列
伝
）

虜
其
太
子
申
、
殺
将
軍
鹿
沼
（
商
君
列
伝
）

禽
太
子
申
（
貌
策
二
斉
貌
戦
於
馬
陵
章
）

係
梁
太
子
申
、
禽
鹿
沼
（
斉
策
一
回
忌
為
斉
将
章
）

（
太
子
申
）
興
費
人
戦
而
死
（
宋
衛
策
貌
太
子
自
将
過
宋
外
黄
章
）

膏
大
勝
貌
、
殺
太
子
申
（
貌
策
二
斉
貌
戦
於
馬
陵
章
）

一
見
し
て
わ
か
る
と
お
り
、
『
戦
国
策
』
宋
衛
策
貌
太
子
白
将
過
宋
外
黄
章
と
貌
策
斉
貌
戦
於
馬
陵
章
は
、
太
子
申
は
馬
陵
の
戦
い
で
戦
死

し
た
と
し
て
お
り
、

そ
の
他
は
皆
捕
虜
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
鹿
滑
に
つ
い
て
も
、
斉
策
回
忌
為
斉
将
章
は
「
禽
鹿
泊
」
に
つ
く

り
、
『
史
記
』
の
記
載
と
あ
わ
な
い
。
こ
れ
ら
の
矛
盾
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
太
子
申
に
つ
い
て
は
、
彼
が
馬
陵
の
戦
い
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に
お
い
て
死
ん
だ
と
す
る
記
載
は
、
『
史
記
』
に
は
全
く
な
く
『
戦
国
策
』
に
の
み
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
わ
ず
か
二
篇
に
そ
う
書

か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
劉
向
の
誤
り
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
「
寡
人
之
身
、

東
敗
於
菰
円
、
長
子
死
罵
」
と
あ
る
こ
と
や
、
『
戦
国
策
』
秦
策
謂
秦
玉
章
に
「
梁
君
：
・
（
中
略
）
後
子
死
」
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
が
太
子
申

の
死
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
彼
が
馬
陵
の
役
で
死
ん
だ
と
い
う
の
は
あ
な
が
ち
根
拠
の
な
い
話
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
「
虜
」
「
禽
」
「
係
」
な
ど
字
を
、この
場
合
は
捕
虜
と
し
た
後
に
殺
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
何
も
矛
盾
は
生
じ

な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
孫
子
呉
起
列
伝
が
瀧
渦
の
死
を
白
例
で
あ
る
と
す
る
こ
と
と
、
斉
策
回
忌
為
斉
将
章
に
鹿
沼
を
と
ら
え
た
こ
と

を
示
す
「
禽
鹿
沼
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、

の
檎
鹿
泊
篇
に
も
同
様
に
「
禽
鹿
沼
」
と
あ
る
こ
と
と
の
聞
は
依
然
と
し

ま
た
『
孫
臆
兵
法
』

て
食
い
違
い
が
残
る
。

こ
の
様
な
矛
盾
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
太
子
申
と
廉
泊
の
結
末
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
や
『
戦
国
策
』
の
元
に
な
っ
た
原
資
料
に

何
種
か
の
異
説
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
特
に
「
禽
瀧
泊
」
と
い
う
記
載
の
あ
る
『
孫
蹟
兵
法
』
檎
鹿
渦
の
内
容
が
、
馬
陵
の

戦
い
で
は
な
く
そ
の
前
の
桂
陵
の
戦
い
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
「
史
記
』
『
戦
国
策
』
と
は
ま
っ
た
く
符
合
し
な
い

（
日
）

そ
の
事
を
傍
証
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
こ
と
が
、

馬
陵
の
役
に
際
し
て
も
、
桂
陵
の
役
の
時
と
同
様
、
斉
国
に
お
い
て
出
兵
す
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

敬
仲
完
世
家
に

二
年
、
貌
伐
超
。
越
輿
韓
親
、
共
撃
貌
。
越
不
利
、

戦
於
南
梁
。
官
一
王
召
回
忌
復
故
位
。
韓
氏
請
救
於
旗
門
。
官
一
王
百
大
臣
而
謀
日
、

執
輿
晩
救
。
賜
忌
子
日
、
不
如
勿
救
。

回
忌
日
、
弗
救
、
則
韓
且
折
而
入
於
貌
、
不
如
蚤
救
之
。
孫
子
日
、
夫
韓
、
貌
之
兵
未
喫
而
救
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之
、
是
吾
代
韓
受
貌
之
兵
、
顧
反
聴
命
於
韓
也
。
旦
貌
有
破
図
之
志
、
韓
見
亡
、
必
東
面
市
恕
於
膏
失
。
五
日
因
深
結
韓
之
親
市
晩
承
貌
之

興
、
則
可
重
利
而
得
尊
名
也
。
官
一
王
日
、
善
。乃
陰
告
韓
之
使
者
而
遣
之
。
韓
因
侍
藤
円
、

而
東
委
園
於
旗
門
。
膏
因
起
兵
、
使

五
戦
不
勝
、

回
忌
、

田
嬰
将
、
孫
子
局
師
、
救
韓
、
越
以
撃
貌
、
大
敗
之
馬
陵
、
殺
其
特
鹿
沼
、
虜
貌
太
子
申
。
（
引
用S
5

）

（
斉
宣
王
）
二
年
、
貌
が
越
を
伐
っ
た
。
越
は
韓
と
親
交
が
あ
っ
た
の
で
、
共
に
貌
を
撃
っ
た
。
越
は
不
利
と
な
り
、
南
梁
で
戦
っ
た
。

宣
王
は
回
忌
を
百
し
て
、
も
と
の
地
位
に
復
帰
さ
せ
た
。
韓
は
斉
に
救
援
を
頼
ん
だ
。
官
一
王
は
大
臣
を
召
し
て
謀
っ
て
言
っ
た
。
「
早
く

救
援
す
る
の
と
、
遅
く
救
援
す
る
の
と
、
ど
ち
ら
が
よ
い
だ
ろ
う
か
」
賜
忌
が
「
救
わ
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ

た
。
回
忌
が
二
一
一
口
っ
た
。
「
救
援
し
な
け
れ
ば
、
韓
は
屈
服
し
て
、
貌
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
早
く
救
う
に
こ
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」
孫
蹟
が
言
っ
た
。
「
そ
も
そ
も
韓
・
貌
の
兵
が
ま
だ
疲
弊
し
な
い
の
に
救
援
を
し
て
し
ま
え
ば
、こ
れ
は
韓
の
代
わ
り
に

我
ら
が
貌
の
兵
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

か
え
っ
て
韓
の
命
を
聴
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
、
貌
は

韓
の
国
を
撃
ち
破
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
韓
は
（
自
国
が
）
滅
び
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
て
取
れ
ば
、必
ず
東
面
し
て
斉

に
救
い
を
訴
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
我
ら
が
韓
と
深
く
親
交
を
結
ん
で
お
き
、
時
間
が
た
つ
て
か
ら
貌
の
疲
弊
し
た
後
を
受

け
れ
ば
、
大
利
と
尊
名
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
」
官
一
王
は
「
よ
か
ろ
う
」
と
言
い
、
密
か
に
韓
の
使
者
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
て
帰

し
た
。
そ
こ
で
韓
は
斉
を
頼
み
と
し
、

五
度
戦
っ
た
が
勝
て
ず
、
東
面
し
て
斉
に
国
運
を
ゆ
だ
ね
た
。
斉
は
そ
こ
で
兵
を
起
こ
し
、

忌
・
田
嬰
を
将
軍
と
し
、
孫
臆
を
軍
師
に
し
て
、
韓
・
越
を
救
援
さ
せ
、
貌
を
撃
っ
て
馬
陵
に
て
大
敗
き
せ
、
将
軍
鹿
渦
を
殺
し
、
貌
の

太
子
申
を
捕
虜
に
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
『
戦
国
策
』
斉
策
一
に
も

日
本
語
訳
は
省
略
す
る
。

こ
れ
と
よ
く
似
た
文
が
あ
る
。
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南
梁
之
難
、
韓
氏
請
救
於
膏
。
田
侯
召
大
臣
而
謀
目
、
早
救
之
、
執
輿
晩
救
之
便
。
張
E
J封
日
、
晩
救
之
、
韓
且
折
而
入
於
貌
、
不
如
早

救
之
。
田
臣
思
目
、
不
可
。
夫
韓
、
貌
之
兵
未
弊
、

市
我
救
之
、
我
代
韓
市
受
貌
之
兵
、
顧
反
聴
命
於
韓
也
。
且
夫
貌
有
破
韓
之
志
、
韓

見
且
亡
、
必
東
恕
於
膏
。
我
因
陰
結
韓
之
親
、

乃
陰
告
韓
使
者
而

而
晩
承
貌
之
弊
、
則
園
可
重
、
利
可
得
、
名
可
軍
失
。
田
侯
日
、
善
。

遣
之
。
韓
自
以
専
有
膏
園
、
五
戦
五
不
勝
、
東
恕
於
膏
、
書
因
起
兵
撃
貌
、
大
破
之
馬
陵
。
（
引
用Z5
）

斉
策
一
の
方
も
話
の
流
れ
は
『
史
記
』
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
二
つ
意
見
の
発
言
者
が
、

『
史
記
』
と
『
戦
国
策
』
と
で
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
史
記
』
で
は
、
「
早
く
救
援
す
る
べ
き
」
と
発
一
一
一
一
目
す
る
の
を
回
忌
に

そ
れ
に
対
す
る
反
論
の
発
言
者
を
孫
子
と
し
て
い
る
が
、
『
戦
国
策
』
で
は
、
前
者
を
張
可
、
後
者
を
田
臣
思
に
作
っ
て
い
る
。
田

（
日
）

臣
思
と
は
、
す
な
わ
ち
回
忌
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
田
敬
仲
完
世
家
に
お
い
て
は
前
者
の
説
の
発
言
者
で
あ
る
回
忌

作
り
、

が
、
『
戦
国
策
』
で
は
そ
れ
に
反
論
す
る
後
者
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
こ
の
話
に
つ
い
て

漢
代
に
異
説
が
複
数
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
桂
陵
・
馬
陵
の
役
に
関
す
る
『
史
記
』
や
『
戦
国
策
』
の
記
載
に
は
、
両
者
の
間
で
、
あ
る
い
は
他
の
文
献

と
の
比
較
に
お
い
て
、
様
々
な
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
矛
盾
は
、
漢
代
に
そ
れ
ら
の
故
事
に
関
し
て
、
複
数
の
異
説
が
存
在
し
た

可
能
性
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
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無
論
、
『
史
記
』
と
『
戦
国
策
』
と
の
聞
に
は
、
桂
陵
・
馬
陵
の
役
に
関
し
て
、
上
述
し
た
以
外
に
も
人
名
や
地
名
等
の
不
一
致
、
矛
盾

は
多
数
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
事
は
、
桂
陵
・
馬
陵
の
役
に
関
す
る
記
載
に
限
ら
ず
、
『
史
記
』
『
戦
国
策
」
全
体
に
通
じ
て
い
え
る
こ
と
で

あ
る
。

そ
の
中
に
は
勿
論
、
司
馬
遷
や
劉
向
が
資
料
の
扱
い
を
誤
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
も
多
数
含
ま
れ
よ
う
が
、そ
れ
以
外
に
も
、

異
説
の
存
在
を
想
定
し
な
い
と
、
解
決
で
き
な
い
も
の
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、

そ
の
よ
う
な
異
説
が
複
数
誕
生
し
た
背
景
に
は
ど
の

よ
う
な
社
会
状
況
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
資
料
が
生
ま
れ
て
き
た
過
程
と
、
そ
れ
を
支
え
た
社
会
背
景
と
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

「
史
記
』
や
『
戦
国
策
』
が
取
材
し
て
い
る
戦
国
故
事
が
、
最
初
は
書
信
や
進
言
の
内
容
だ
け
を
記
し
た
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
っ
た
も

さ
ら
に
は
そ
の
故
事
に
対
す
る
評
価
な
ど
が
加
え
ら
れ
、
複
雑
か
つ
物
語
的
要
素
の
強
い
構
造
に
発
展

し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
事
は
お
そ
ら
く
、
戦
国
以
降
の
諸
子
学
の
徒
、
す
な
わ
ち
当
時
の
学
問
集
団

の
が
、
後
に
は
歴
史
背
景
や
人
名
、

が
故
事
資
料
を
利
用
し
て
い
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
諸
子
学
派
に
よ
っ
て
人
名
や
歴
史
背
景
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
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で
、
そ
の
話
の
信
湿
性
を
高
め
る
効
果
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
う
い
う
手
段
を
経
て
も
っ
と
も
ら
し
く
な
っ
た
故
事
を
諸
子
学
の
徒
が
述
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
思
想
を
表
現
し
た
り
、
ま
た
そ
こ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
物
の
業
績
を
称
揚
し
た
り
し
た
結
果
、
故
事
の
評
価

（
問
）

が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
、
い
わ
ば
故
事
の
加
工
と
で
も
い
う
行
為
が
諸
子
学
派
の
手
に
よ
っ
て
長
期
間
に
わ

た
っ
て
大
規
模
に
行
な
わ
れ
れ
ば
、
加
工
の
結
果
、
歴
史
的
事
実
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
当
然
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
あ
る
故
事
の
内
容
が
、
本
来
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
関
係
し
な
い
人
物
や
地
理
、
歴
史
背
景
に
い
わ
ば
仮
託
き
れ
て
し
ま
う

わ
け
で
あ
る
。
「
史
記
』
越
世
家
や
『
戦
国
策
』
越
策
二
の
武
霊
王
平
昼
間
居
章
に
見
え
る
胡
服
採
用
の
記
事
が
、
商
君
列
伝
や
「
商
君
書
』

(124) 

更
法
篇
に
記
さ
れ
て
い
る
商
鞍
変
法
に
関
す
る
そ
れ
と
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
旦
ハ
師
道
な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
鐘



と鳳
断年
定に
し至
てつ

い（て
る~は
カf こ

れ

Jコ

て

戦
国
策

は
、
共
に
「
商
君
書
』
更
法
篇
に
取
材
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

の
こ
の
部
分
と
『
史
記
』

こ
れ
な
ど
も
む
し
ろ
一
つ
の
故
事
に
複
数
の
人
物
が
仮
託
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。つ
ま
り
、
仮
託

さ
れ
た
結
果
異
説
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
上
述
の
桂
陵
・
馬
陵
の
役
に
関
す
る
矛
盾
も
、
一
花
は
同
じ
内
容
を
持
つ
話
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
人

物
が
仮
託
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
様
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て

こ
う
し
た
故
事
資
料
に
お
け
る
仮
託
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
無
論
、
仮

託
を
し
た
側
に
歴
史
事
実
の
誤
認
や
間
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
も
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
ば
か
り

で
な
く

こ
の
よ
う
な
仮
託
が
意
図
的
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
節
も
あ
る
。
『
史
記
』
蘇
秦
列
伝
の
論
賛
に
は
、
「
然
世
言
蘇
秦
多
異
、

時
事
有
類
之
者
皆
附
之
蘇
秦
。
夫
蘇
秦
起
間
閥
、
連
六
園
従
親
、
此
其
智
有
過
人
者
。
吾
故
列
其
行
事
、
次
其
時
序
、
母
令
濁
蒙
悪
聾
罵
」

と
い
う
司
馬
選
の
言
が
見
え
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
漢
代
ま
で
に
「
違
う
時
代
の
こ
と
で
も
、
似
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
皆
蘇
秦
の
事

跡
と
す
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
故
事
資
料
の
蘇
秦
へ
の
仮
託
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
を
司
馬
遷
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
が

で
は
何
故
、
仮
託
の
対
象
が
蘇
秦
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
蘇
秦
が
縦
横
家
の
開
祖
の
一
人
で
あ
り
、

司
馬
遷
の
言
う

よ
う
に
「
貧
富
の
境
遇
か
ら
身
を
起
こ
し
、
六
国
合
従
を
成
し
遂
げ
た
、
人
並
み
優
れ
た
知
謀
の
持
ち
主
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
、
っ
。

同
様
の
事
が
、
孫
子
（
孫
武
）
に
関
す
る
『
史
記
』

の
記
載
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
孫
子
呉
起
列
伝
に
は
、
孫
武
が
呉
王
闇
間
に
試
さ

れ
、
宮
中
の
婦
人
を
兵
と
し
て
訓
練
す
る
と
い
う
有
名
な
話
が
載
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
と
よ
く
似
た
話
が

山
東
省
銀
雀
山
漢
墓
か
ら

出
土
し
fこ

『
孫
子
兵
法
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
故
事
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
説
話
に
属
す
る
話
で
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
の
荒
唐
無

稽
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り

こ
れ
が
歴
史
事
実
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

『
孫
子
兵

こ
の
様
な
説
話
が
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法
』
と
い
う
兵
家
の
書
物
の
中
の
一
篇
と
し
て
記
載
き
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
漢
代
当
時
に

lま

こ
の
説
話
が
、
孫
子
の
兵
法
思
想
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
い
わ
ば
『
孫
子
』

の
経
文
（
と
い
う
言
い
方
は
適
切
で
は
な
か
ろ
う
が
、

仮
に
こ
う
呼
ん
で
お
く
）

と
も
言
う
べ
き
重
要
な
諸
篇
と
共
に
、
『
孫
子
兵
法
』
と
い
う
一
つ
の
文
献
の
構
成
要
素
を
な
す
と
見
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
説
話
は
、

の
経
文
諸
篇
と
同
等
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
地
位
を
有
し
て
い
た
と

一
口
い
換
え
れ
ば

『
孫
子
』

考
え
ら
れ
る
。
で
は
何
故
、
こ
の
説
話
が
そ
れ
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
故
こ
の
説
話
が
、
『
孫
子
兵
法
』

の
中
の

一
篇
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
説
話
が
孫
子
の
偉
大
き
、
有
能
き
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
か
ら
に
違
い
な

そ
れ
は

しヨ

つ
ま
り
、
孫
子
は
宮
中
の
婦
女
で
す
ら
有
能
な
兵
士
に
仕
立
て
上
げ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
事
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
の
兵
法
家
と
し
て
の
能
力
を
称
揚
し
、

そ
う
い
う
人
物
を
開
祖
に
し
て
い
る
自
分
た
ち
の
学
派
の
地
位
を
押
し
上

ま
た
同
時
に
、

げ
、
そ
の
主
張
の
正
当
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
諸
子
学
派
に
よ
っ
て
多
く
の
故
事
・
説
話
資
料
が
加
工
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に

言
え
ば
、
諸
子
に
関
係
し
た
大
量
の
故
事
・
説
話
資
料
が
後
世
に
流
伝
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
史
記
の
列
伝
の
う
ち
戦
国
期
以
前
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
例
え
ば
『
漢
書
』
芸
文
志
に
記
さ
れ
た
文
献
の
題
に
名
前
が
見
え
る
、
所
謂
学
派
の
開
祖
と
考
え
ら
れ
る
人
物

を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
は

」
の
事
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
人
物
に
関
す
る
資
料
が
相
対
的

つ
ま
り

に
多
か
っ
た
と
い
う
、
あ
る
種
の
資
料
的
制
約
が
、
諸
子
に
関
す
る
列
伝
の
量
の
多
き
に
な
っ
て
現
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

事
は
、
春
秋
期
以
前
の
列
伝
、
す
な
わ
ち
よ
り
古
い
人
物
を
題
材
に
し
た
も
の
に
限
定
す
る
と
、
伯
夷
列
伝
を
除
く
す
べ
て
が
学
派
の
開
祖

（
却
）

達
を
題
材
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

け
で
完
結
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
諸
子
に
関
す
る
列
伝
は
、
ほ
ほ
著
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ

（
幻
）

そ
の
失
脚
や
死
に
至
る
記
載
が
な
い
と
い
う
特
色
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
先
の
孫
子
説
話
の
例
の
よ
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う
に
、
諸
子
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
説
話
が
、

そ
の
学
派
の
開
祖
を
称
揚
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
以
上
、
失
脚

や
死
な
ど
、
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
内
容
は
少
な
い
に
違
い
な
く
、
従
っ
て
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た
諸
子
の
列
伝
も
ま
た
、

そ
う
い
っ
た
性
格
を
帯
び
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

「
史
記
』
や
「
戦
国
策
』
の
故
事
も
ま
た
、
そ
う
し
た
諸
子
学
派
集
団
の
手
を
経
て
残
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
、

そ
れ
故
に
複
数
の
異
説
が
存
在
し
、
互
い
に
矛
盾
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
学
問
集
団
に
よ
っ
て
故
事
・

説
話
資
料
が
吸
収
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
と
い
う
状
態
が
大
規
模
に
、
か
つ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
れ
ば
、
必
然
的
に
こ
う
い
っ
た
故

事
・
説
話
資
料
に
関
す
る
当
時
の
人
々
の
意
識
の
向
上
と
い
う
結
果
を
導
く
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
つ
ま
り
、
諸
子
学
派
に
属
す
る
人
た
ち

が
故
事
や
説
話
を
目
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
関
心
が
次
第
に
こ
う
し
た
資
料
そ
の
も
の
に
向
い
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
学
問
と
い
う
い
わ
ば
「
高
級
な
」
作
業
に
携
わ
る
人
々
が
故
事
や
説
話
を
利
用
し
た
結
果
、こ
う
し
た
故
事
・
説
話
の
地
位

が
自
然
に
向
上
し
た
と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
流
れ
と
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
見
え
る
「
小
説
家
」の
存
在
、
さ
ら
に
は
後

漢
・
南
北
朝
に
お
け
る
小
説
の
誕
生
と
隆
盛
と
は
、
決
し
て
無
関
係
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
は
今
後
の
課
題

と
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

、
王

(2 

例
え
ば
、
宮
崎
市
定
「
身
振
り
と
文
学
｜
史
記
成
立
の
一
試
論
」
（
『
中
国
文
学
報
』
一
九
六
五
年
第
二
十
号
）
な
ど
を
参
照
。

例
え
ば
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
『
戦
国
縦
横
家
書
』
と
、
『
戦
国
策
』
と
の
比
較
研
究
な
ど
が
あ
る
。
佐
藤
武
敏
監
修
、
工
藤
元
男
・

早
苗
良
雄
・
藤
田
勝
久
訳
註
『
馬
王
堆
吊
書
戦
国
縦
横
家
書
」
（
朋
友
書
店
、
一
九
九
三
）
な
ど
を
参
照
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
人
名
や
地
名
、
歴
史
背
景
な
ど
の
矛
盾
を
専
ら
取
り
上
げ
る
。
史
記
に
は
こ
の
他
に
、
紀
年
に
関
す
る
矛
盾
も
多
く
指

3 
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摘
き
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

本
稿
で
は
、
論
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
重
要
な
引
用
に
は
記
号
を
つ
け
て
示
す
。
例
え
ば
、
こ
こ
で
言
う
「
引
用

S
1

」
の
「
S

」

は
、
『
史
記
』
を
表
し
て
い
る
。
同
様
に
「
Z

」
は
「
戦
国
策
』
を
表
す
。
な
お
、
「S
1

」
と
「
Z
1

」
の
よ
う
な
数
字
の
共
通
は
、
共
に

同
じ
内
容
を
持
つ
引
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
同
じ
。

「
戦
国
策
』
の
引
用
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
清
嘉
慶
八
年
黄
歪
烈
刊
刻
挑
宏
本
を
基
に
し
た
標
点
本
『
戦
国
策
』
（
上
海
古
籍
、
一
九

八
五
重
版
）
に
依
っ
て
い
る
。
以
下
同
じ
。

郎
郭
之
難
、
昭
実
岨
謂
楚
王
日
、
王
不
知
無
救
越
、
而
以
強
貌
。
貌
強
、
其
割
越
必
深
失
。
越
不
能
聴
、
則
必
堅
守
、
是
雨
弊
也
。
景
舎

日
、
不
然
。
昭
柔
岨
不
知
也
。
夫
貌
之
攻
越
也
、
恐
楚
之
攻
其
後
。
今
不
救
越
、
越
有
亡
形
、
而
貌
無
楚
憂
、
是
楚
、
親
共
超
也
、
害
必
深

失
。
何
以
雨
弊
也
。
且
貌
令
兵
以
深
割
越
、
超
見
亡
形
、
而
有
楚
之
不
救
己
也
、
必
輿
魂
合
而
以
謀
楚
。
故
王
不
如
少
出
兵
、
以
為
越
援
。

超
侍
楚
勤
、
必
輿
貌
戦
貌
怒
於
越
之
勤
、
而
見
楚
救
之
不
足
畏
也
、
必
不
樟
越
、
越
、
魂
相
弊
、
而
替
、
秦
謄
楚
、
則
規
可
破
也
。
楚
因

使
景
合
起
兵
救
超
。
郎
郡
抜
、
楚
取
唯
、
減
之
問
。

平
勢
隆
郎
『
新
編
史
記
東
周
年
表
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
）
で
は
、
『
竹
書
紀
年
』
の
こ
の
記
載
の
う
ち
、
十
七
年
を
立
年
称
元

法
に
よ
る
年
代
、
十
八
年
を
撤
年
称
元
法
に
基
づ
く
年
代
だ
と
し
て
、
こ
の
二
つ
を
同
じ
年
に
繋
年
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
従
う
と
、
こ
の

部
分
は
同
じ
年
に
起
こ
っ
た
同
じ
裏
陵
の
戦
い
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
と
い
う
事
に
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
斉
が
二
度
裏
陵
に
派
兵
し

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『
孫
蹟
兵
法
』
の
引
用
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
「
臨
祈
銀
雀
山
漢
墓
出
土
『
孫
臆
兵
法
』
釈
文
」
（
『
文
物
』
一
九
七
五
第
一
期
、

の
ち
同
小
組
『
孫
賭
兵
法
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
五
や
同
小
組
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
五
に
所
収
）
と
張
震
沢

『
孫
蹟
兵
法
校
理
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
）
の
釈
文
を
参
考
に
し
た
。

例
え
ば
張
震
沢
前
掲
『
孫
臆
兵
法
校
理
』
附
の
「
平
陵
考
」
な
ど
を
参
照
。

な
お
、
平
陵
釈
地
に
つ
い
て
は
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り
、
未
だ
定
ま
っ
た
結
論
を
見
て
は
い
な
い
。
越
振
鎧
「
《
孫
臆
兵
法
・

檎
鹿
渦
》
中
幾
個
城
邑
問
題
的
探
討
」
（
『
考
古
』
一
九
七
六
年
第
十
期
）
、
黄
盛
埠
「
《
孫
騎
兵
法
・
檎
瀧
渦
》
篇
釈
地
」
（
『
文
物
』
一
九
七

七
年
第
二
期
）
等
を
参
照
。

孫
子
呉
起
列
伝
に
は
、
裏
陵
を
攻
め
る
と
い
う
記
載
は
見
ら
れ
な
い
が
、

4 5 6 7 8 10 9 11 

回
忌
が
孫
臆
の
進
言
を
容
れ
、

83 

当
初
と
は
異
な
る
目
的
地
へ
軍
を
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進
め
た
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
自
体
は
『
孫
賭
兵
法
』
と
共
通
し
、
こ
の
点
が
田
敬
仲
完
世
家
の
記
述
と
は
異
な
る
。

田
思
局
膏
将
、
係
梁
太
子
申
、
禽
鹿
泊
。
孫
子
謂
回
忌
日
、
将
軍
可
以
属
大
事
乎
。
回
忌
日
、
奈
何
。
孫
子
日
、
将
軍
無
解
兵
市
入
膏
。
使

彼
罷
弊
於
先
弱
守
於
主
。
主
者
、
循
秩
之
途
也
舘
撃
摩
車
而
相
過
。
使
彼
罷
弊
先
弱
守
於
主
、
必
一
而
首
十
、
十
而
宮
百
、
百
而
首
千
。
然

後
背
太
山
、
左
糖
、
右
天
唐
、
軍
重
鍾
高
宛
、
使
軽
車
鏡
騎
衝
薙
門
。
若
是
、
則
膏
君
可
正
、
而
成
侯
可
走
。
不
然
、
則
将
軍
不
得
入
於
膏

失
。
回
忌
不
聴
、
果
不
入
膏
。

梁
玉
縄
「
史
記
志
疑
』
、
呉
師
道
『
戦
国
策
校
注
補
正
』

組
本
で
は
貌
巻
恵
王
に
置
く
。

ま
た
つ
い
で
に
言
及
す
る
と
、
「
史
記
』
の
馬
陵
の
役
に
関
す
る
記
載
に
は
、
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
矛
盾
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
梁
玉
縄
『
史
記
志
疑
』
に
よ
れ
ば
、
引
用
S
4

の
冒
頭
に
は
「
貌
伐
越
、
超
告
急
膏
」
と
あ
り
、
「
貌
が
越
を
攻
め
た

の
で
越
は
斉
に
救
援
を
求
め
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
、
田
敬
仲
完
世
家
の
宣
王
二
年
の
条
で
は
、
「
貌
が
越
を
伐
ち
、
越
は
韓

と
親
し
か
っ
た
の
で
共
に
貌
を
撃
っ
た
。
越
が
南
陵
で
破
れ
た
の
で
、
韓
は
斉
に
救
い
を
求
め
た
（
貌
伐
越
。
越
輿
韓
親
、
共
撃
貌
。
越
不

利
、
戦
於
南
梁
・
：
（
中
略
）
：
・
韓
氏
請
救
於
膏
ご
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
孫
子
呉
起
列
伝
で
は
、
「
貌
と
越
が
韓
を
攻
め
、
韓
は
斉
に
救

援
を
求
め
た
（
貌
輿
超
攻
韓
、
韓
告
急
於
膏
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
つ
の
記
載
は
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
ま
た
中
井
積
徳
『
史
記
彫
題
』
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
S
4

に
「
膏
宣
王
用
孫
子
計
、
救
超
撃
親
。
魂
遂
大
興
師
、
使
瀧
渦
持
、
而
令

太
子
申
魚
上
将
軍
」
と
、
斉
が
軍
を
送
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
貌
は
す
ぐ
に
大
軍
を
お
こ
し
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
孫
子
呉

起
列
伝
に
よ
れ
ば
、
斉
が
援
軍
を
派
遣
し
た
の
で
、
貌
は
（
新
た
に
軍
を
お
こ
し
た
の
で
は
な
く
）
征
韓
の
軍
を
返
し
た
事
に
な
っ
て
い
て

（
密
使
回
忌
特
而
往
、
直
走
大
梁
。
貌
附
付
属
渦
聞
之
、
去
韓
市
腸
）
、
互
い
に
食
い
違
い
が
あ
る
。
中
井
積
徳
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
孫
子
呉
起

列
伝
を
是
と
し
、
貌
世
家
を
誤
り
と
し
て
い
る
が
、
『
戦
国
策
』
貌
策
二
貌
恵
王
起
境
内
衆
章
に
も
、
「
貌
恵
王
起
境
内
衆
、
特
太
子
申
而
攻

膏
」
と
貌
世
家
と
同
様
の
記
載
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
話
で
も
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
む
し
ろ
こ
う
い
っ

た
記
載
の
矛
盾
は
、
「
史
記
』
や
『
戦
国
策
』
が
編
集
さ
れ
た
漢
代
に
お
い
て
す
で
に
、
馬
陵
の
役
に
関
し
て
互
い
に
内
容
の
食
い
違
う
資

料
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

考
証
は
方
詩
銘
・
王
修
齢
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
詮
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
に
詳
し
い
。

藤
田
勝
久
「
馬
王
堆
吊
書
『
戦
国
縦
横
家
書
』
の
構
成
と
性
格
」
（
『
愛
媛
大
学
教
養
部
紀
要
』
、
一
九
八
六
年
十
九
号
）
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『
戦
国
策
」
に
そ
の
典
型
が
認
め
ら
れ
る
故
事
資
料
と
、
縦
横
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
劉
向
が
『
戦
国
策
」
序
文
で
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
金
谷
治
「
孟
子
の
研
究
」
（
『
東
北
大
学
文
学
部
年
報
』
、
一
九
五
O
年
第
一
号
）
に
は
、
『
孟
子
』
が
編
集
さ
れ
る
際
、
こ
の

様
な
戦
国
故
事
に
基
づ
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
孫
臆
兵
法
』
檎
鹿
滑
に
お
い
て
、
桂
陵
の
役
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
末
尾
に
「
故
日
、
孫
子
之
所
以
局
者
毒
矢
。
」
と
い
う
評
価
の
言
葉
が
あ
り
、
こ
れ
が
孫
蹟
自
身
の
発
言
で
は
な
く
、

後
人
の
手
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
が
孫
蹟
を
称
揚
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

鐘
鳳
年
『
国
策
勘
研
』
（
『
燕
京
学
報
』
専
号
之
十
一
、
一
九
三
六
）

仲
尼
弟
子
列
伝
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
学
聞
の
開
祖
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
考
え
る
の
は
適
当
で
は
な
か
ろ
う
が
、
諸
子
と
の
関
係
が
非
常

に
深
い
こ
と
は
疑
い
を
え
な
い
。

藤
田
勝
久
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』

18 20 19 21 

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
）
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